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地域課題の解決と学校との連携 

 今年度も、県内各市町村で取り組まれた、珠玉の講座等を収録しました「生涯学習取組事

例集」をお届けいたします。ご多用のなか、たくさんの実践をご提供いただきました市町村

や関係者の皆様に御礼を申し上げます。 
 さて、平成２７年１２月２１日に中央教育審議会より「新しい時代の教育や地方創世の実

現に向けた学校と地域の連携・協働の在り方と今後の推進方策について」の答申が出されま

した。そのなかで、教育改革や地方創世の動向から見る学校と地域の連携・協働の姿として

次の３点を示しています。 
 １ 地域とともにある学校への転換 

   「開かれた学校」から一歩踏み出し、地域の人々と目標やビジョンを共有し、地域と

一体となって子供たちを育む「地域とともにある学校」に転換。 

 ２ 子供も大人も学び合い育ち合う教育体制の構築 

   地域の様々な機関や団体等がネットワーク化を図りながら、地域全体で学びを展開し

ていく「子供も大人も育ち合う教育体制」を一体的・総合的な体制として構築。 

 ３ 学校を核とした地域づくりの推進 

   学校を核とした協働の取組を通じて、地域の将来を担う人材を育成し、自立した地域

社会の基盤の構築を図る「学校を核とした地域づくり」を推進。 
  本答申では、未来を創る子供たちに育成しなければならない力と地域が置かれている現状

から、地域住民が教育の当事者として参画する学校運営と、そのことを通じて、大人も学び

合い地域の課題解決に取り組むという理念が示されています。 
  本答申をこのように受け止めるとき、まさに社会教育の重要性が指摘されているのではな

いでしょうか。住民の組織的な学びを、学校との協働を通していかに仕掛けるか、というこ

とが問われます。また、少子高齢化や過疎化による学校統廃合が進むなか、子供の育ちを基

本にしながらも、学校という場を多機能な教育機関として見直し、住民も学びつながり合う

場としていけば、学校存続の道も開けるかもしれません。 
地域の方に働きかけ、学ぶことによって風を起こす、そんな社会教育の原点から見つめる

取組が期待されます。迷いや悩みも含め、当センターもみなさんのお手伝いをさせていただ

きますので、ご活用ください。 
 
 本事例集では、今年度より諸調査の重なりを考慮し、各事業のチラシをそのまま掲載する

ことで事例とさせていただきました。不充分な点もあるかと思いますが、その際はお互いに

情報を交換することで補完していただければ幸いです。また、各事業で依頼した指導者情報

も整理して掲載しました。 
県内各市町村の生涯学習と社会教育の充実・発展、皆様のご活躍をご期待いたします。 
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